
 
 
 
 
 
 

 

生徒会新聞 

Ｅｉｓｈｉｎ Ｇａｋｕｅｎ Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ 
２０１６ /  ９/  ７/ （水） 

ｓｐｅｃｉａｌ号東北震災ボランティア活動日記 

・実際現地に足を運んで状況を見たり、話を聞いて他人事ではないと思った。 

里帰りバスの中では、子供たちが僕たちを歓迎してくれて、オセロやトランプ

など他愛のない世間話などをする中で人との「和」を大切にしていこうと思っ

た。林 
・津波体験の話から、人が目の前で亡くなったり、家族の遺体が取り違えられ

たりするつらい現実に直面して、命の尊さを感じた。鎌田 
・「 」かぎかっこのカフェでは自分と同じ高校生が美味しいカレーを作って、

来る人をもてなしていた。僕たちも思いやりの心を持って人と接していきたい

と思った。中野 
・みんな、親戚や家族を亡くして心に大きな傷を負っているのに、笑顔があ 
って心が強いなと改めて思いました。田中 
・「被災地の復興のため」とはいうけれどそう簡単には復興は進まないという

「現実」を思い知らされました。片岡 
 

ボランティアをした感想 
東北でのボランティア

活動で人と助けあうこ

との大切さ、コミュニケ

ーションの必要性を学

ぶことができたね。 

被災地宮城県現地での活動 

←仮設住宅で本の贈呈式 

石巻市の仮設住宅でうどん作り→ 

高校生が経営する喫茶 

「 」かぎかっこで昼食会→ 

うどん作りをしながら被災

された話を聞いた。「話をす

る、聞く」ことで人と人との

こころが繋がるんだな。 

昨年の学園祭で集まったバザー

の収益金で絵本を購入し、被災

地へ送り届けました。子供たち

はすごく喜んでくれましたよ。 

 

 

この喫茶店は、被災地の復興に少しで

も貢献したいという高校生の気持ち

から生まれたんだって。コミニュケー

ションを通して、人と人とがつながれ

る場所を創ろうとしたのかな。 

 

東日本大震災支援のためのバザー協力依頼 
 買ったりもらったりしたけど、使わなかった文房具や洗面用具、台所用品があれば持参してくだ

さい。提出された物品を販売し、その収益金を東北の被災地復興に役立ててもらいます。 
 
 
 
 
 
 

 
みんなのチカラでつないでいこう！ 

〈バザー用品例〉 
タオル 石鹸 文房具 本 スポーツ用品 マスコット 
食器 台所用品など(手作りのマスコットや雑巾など小物類も OK） 
[注意]アクセサリー 化粧品 古着 生物 食品などは扱いません 
☆PTA の方が雑巾を作ってバザーの品物にします。家にある新しい 
タオルを１枚持ってきてください。 
提出場所 本館１階生徒指導室(特活指導部室) 

受付期限は 
 

９月１７日

←里帰りバスの車中の様子 

震災を経験した子供た

ちが少しずつ前進する

姿がたくましく見えた。 

 

 


